
令和８年熊本地震への支援状況等について

※令和８年９月28日時点

資料２



三重県の対応状況

①体制 ８月４日より支援本部体制に移行

②派遣 〇情報連絡員（現地における情報収集、連絡調整の窓口を担う）
８月２日～（１班２名体制） 宇城市役所を中心に情報収集実施

※いなべ市職員 １名（総務省要請）【終了】

※ ９月１日から１班１名体制で業務実施

〇支援要員（現地で罹災証明書窓口業務、避難所運営委支援などの災害対応業務を担う）
８月５日～（１班５名体制）、８月11日～（２班10名体制）
※９月18日から２班６名体制で業務実施

・三重県職員 ８月５日～（１班５名体制）、８月28日～（１班３名体制）
９月14日～（１班１名体制）
※８月25日以降は県職員３名と市町職員２名の１班５名体制
９月14日以降は県職員１名と市町職員２名の１班３名体制

・市町職員 ８月25日～（１班２名体制）

〇その他の支援
三重県災害時学校支援チーム、被災建築物応急危険度判定士、災害廃棄物処理支援を派遣



三重県からの保健医療関係支援チーム等の派遣状況

支援チーム 派遣チーム数・人数 派遣期間
主な
活動場所

ＤＭＡＴ
（災害派遣医療チーム）

＜DMATコーディネーター＞
８名
（医師５名、看護師２名、その他１名）

＜三重ＤＭＡＴ＞
５隊 23名
（医師６名、看護師10名、その他７名）

８月１日～８月６日
８月８日～８月26日

８月４日～８月10日

熊本市、
八代市

八代市

ＤＰＡＴ
（災害派遣精神医療チーム）

６隊 24名
（医師７名、看護師11名、その他６名）

７月30日～９月４日 熊本市、
宇城市、
八代市

保健師等チーム 県・市町保健師、県栄養士から
13班 51名（事務含む）

８月９日～９月30日 宇城市

日本赤十字社三重県支部
日赤救護班
災害コーディネートチーム等

21名
（医師４名、看護師７名、その他10名）

８月７日～８月19日
８月29日～９月３日

熊本市、
宇城市、
八代市

ＤＩＣＴ
（災害時感染制御支援チーム）

１名
（医師）

８月８日～８月12日 宇城市
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